
個が生きる体育科授業の評価
-観点別学習状況評価を活用した指導と評価-

岡　本　秀　隆

1.研究の目的

新学習指導要領では,「一人一人の児童が自ら進んで考え,主体的に判断し,自信を持って表現

したり,行動したりできる創造的な資質や能力の育成」1)をめざしている。また,このような資質

や能力を育成するには,自ら学ぶ意欲,思考九　判断力,表現力などの能力を学力の基本とする新

しい学力観に立って,.児童の良さや可能性を生かし伸ばす学習指導を創造し,展開していくことが

強調されている。そこで,本校の体育科では,この考えに基づいて一人一人の児童が自己に応じた

学習のめあてを持ち,課題解決的な学習過程の中で自分なりの考えを集団の中で出し合い,認め合

い,深め合って技能や知識を習得し「わかる・できる」喜びを得るような個が生きる体育科授業づ

くりを進めてきた。その中で,一人一人の児童が主体的に学習に取り組む能力を身につけるには,

「わかる・できる」喜びを味わうことができる評価を工夫することが大切である。学習評価は,学

習指導要領の「第1章　総則」の「第4指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」の2-(9)

に「指導の過程や成果を評価し,指導の改善を行うとともに,学習意欲の向上を生かすように努め

ること」2)と示されているように学習結果のみを評価するのでなく,学習過掛こおける努力や意欲

を,即座に評価し,ねうちづけをすることによって学習意欲を高めるものである。また,その結果

をもとに指導計画や指導方法の改善に生かすことが大切であると考える。そこで,このような評価

観をもとに個が生きる体育科授業の評価のあり方について研究を深めることにした。

2.研究の内容

個が生きる授業づくりをするには,一人一人の児童が自己に応じた学習のめあてを持って,課題

解決的な学習過程の中で解決の仕方を意欲的に考え,集団の中で思考・判断をしながら技能や知識

を習得し「わかる・できる」喜びを得ることができるように授業構成をすることが大切である。児

童の学習状況の評価では,「学習指導と評価の関係は,表裏一体の関係にある」ことから学ぶ意欲,

思考・判断,技能,知識・理解の4つの観点で評価し,指導との一体化を図っていくことが重要で

ある。さらに,先に述べた個が生きる学力を身につけるには,児童自身が適切に評価できる自己評

価能力を育成することが大切である。自己評価能力とは,「学習場面にあっては,自らの学習状態

を,設定された目的や目標に照らして,評価し,その結果をフィードノミックする能力」3)と言われ

るように,自己の学習状況を学習目標に照らして評価し,改善点を明らかにし,次の学習に生かし

ていく力であるととらえている。

そこで,個が生きる体育科授業の評価は,これまで述べてきたことをふまえて次の2点を中心に

工夫を行うことにした。

(1)観点別学習状況評価を活用した指導と評価

新学習指導要録では,体育科の目標や内容をもとに次の4つの観点別学習状況の評価観点と趣旨

が図1のように示されている。4)これらの4つの観点別学習状況の評価観点は,体育科がめざして

いる生涯を通じて自ら進んで運動やスポーツに親しみ,健康で安全な生活を営む能力を身につける

教育を実現するために適切であると考える。また,これまでの評価観点に学習意欲や思考・判断を

加えたり,構成順を①関心・意欲・態度②思考・判断③技能④知識・理解と入れかえているのは,

体育学習を通して自己教育力を育成し,新しい学力観の実現を図ることを重視したものと思われる。

そこで,指導案作成においては,4つの観点別の達成目標の設定を行うことにした。これらの観

点別の達成目標は,指導案の学習過程の中で具体的な評価内容で示されることによって児童の学習

状況が評価され,ねうちづけをしていく上で役立つものである。また,学習意欲,思考力,判断力,

技能,知識・理解等の育成をふまえた授業構成がしやすいものと考える。
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学　 年

観　 点

第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年 第 5 学 年 第 6 学 年

運動や健康 ・安全への だれ とで も仲よく, 健 だれ とでも仲 よく, 健 怒 恕 巳㌣富農・. 聖 詣 髭 瑠 品・. 協力, 公正などの態度 協力, 公正などの態度
関心 ・意欲 ・態度 臥 雲雛 鮎 妄-し 臥 雲配 管鮎 妄・し を身に付け. 健康 ・安 を身に付け, 健康 ・安

安全に留意 して, 最後 安全に留意 して, 最後 全に留意 し, 最善を尽 全に留意 し, 最善を尽
ようとす る。 ようとする。 まで楽 しく運動をしよ まで楽 しく運動を しよ くして, 運動の楽 しさ くして. 運動の楽 しさ

うとする。 うとす る。 や喜びを求めて運動を
しようとす る。 また,
自分の心身の健 康や身

の回 りの安全に関心を
もち, 進んで健康で安
全な生活を しようとす
る。

や喜びを求めて運動を
しようとする。 また,
自分の心身の健康や身
の回 りの安全に関心 を
もち, 進んで健康で安
全な生活を しようとす
る。

禦 謂 雪 : 舘 につ 基本の運動やゲームの 基本の運動や ゲームの 運動の特性に応 じた課 連動 の特性に応 じた課 運動の特性に応 じた自 運動の特性に応 じた自
仕方を考え, 工夫 して 仕方を考え, 工夫 して 題の解決 を目指 して. 題の解決を目指 して, 己の課題 の解決を目指 雷等讐鮎 精 謂

いる。 いる。 運動の仕方を考え, 工 運動の仕方を考え, 工 して. 活動 の仕方を考
夫 している。 夫 している。 え, 工夫 している。 ま

た, 自分の身体の健康
や身の回 りの安全につ
いて考え, 判断 してい
る。

え. 工夫 している。ま
た. 自分の身体の健康
や身の回 りの安全につ
いて考 え, 判断 してい
る。

運動の技能 基本の運動や ゲームを 基本の運動やゲームを 運動の特性 に応 じた技 運動の特性に応 じた技 自己の能力に応 じた課 自己の能力に応 じた謀

楽 しく行 うために必要 楽 しく行 うために必要 能を身に付けている。 能を身に付けている。 題を理解 して. 運動を 題を理解 して, 運動を
な技能を身に付けてい な技能を身に付けてい 行 うとともに, 運動の 行 うとともに. 運動の

る。 る。 ,特性に応 じた技能を身

に付けている。

特性に応 じた技能を身
に付けている。

健康 ・安全につ いての
知識 ・理解

体の発育や心 の発達.
けがの起 こり方 とその
防止の原則について理
解 している。

病気の起 こり方とその
謡 完霊盟 茎撃 完

行動 と良い環境につい
て理解 している。

(2)自己評価能力の育成

一人一人の児童が生涯を通じて自ら進んで運動やスポーツ一手親しみ,健康で安全な生活を営む能

力を身につけるには,教師の評価だけでなく,児童が自身が自分の学習への取り組みを評価し,達

成感や成就感を味わわうことが大切である。そのためには,児童が自己の学習状況を振り返り,見

直し,修正する自己評価能力を養うことが必要である。児童の自己評価能力を育てるには,次の3

点の教師の援助が考えられるム

①　自己の学習状況を振り返り,見直し,修正するための観点別評価基準を明確にする。

②　指導計画の中で発達段階や各教材の内容をふまえた学習カードや体育ノートを活用した自己

評価の場や方法を適切に設定する。

③　教師が学習過程の中で児童のすぐれた発言やできはえ,伸びを発見した時に即座に肯定的に

評価する。また,友達との相互評価によって動きや取り組みの良さを認め合わせることによっ

て,そのねうちづけをして,学習意欲や観察力や思考・判断力を高める。

3.研究仮説と検証方法

これまで述べてきた考えをもとに次のような研究仮説を設定した。

観点別の達成目標をふまえた授業構成や評価を行うと,一人一人の児童が学習意欲を持って

取り組み,思考力・判断力を働かせながら技能や知識・理解を身につけ,達成感や成就感を味

わうことができるであろう。

観点別評価基準をふまえた自己評価や教師や友達の肯定坤な評価によって取り組みや伸びの

ねうちづけを行うと,自己評価能力を高めることができるであろう。

研究仮説に対する検証は,第3学年「東雲折り返しリレー」の授業実践を通して行うことにした0

分析は,VTRによる授業記録や事前・事後の意識調査や評価活動に活周した学習カードや体育ノ

ート等から,児童の発言,動き,考え方,教師の働きかけを中心に行うことにした。

4.実践例　.第3学年　単元「東雲折り返しリレー」

(1)指導にあたって
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①　単元について

折り返しリレーは,チームで作戦を工夫して,走り継ぎながら勝敗を競い合う連動である。折り

返しリレーの楽しさは,みんなで協力してバトンパスをしながら競争するところにある。また,チ

ームで作戦を工夫し練習や競争をすることは,リレーの楽しさを味わわせながら折り返しやノミトン

パスの技術や走力を高め,集団でのかかわりを深めることができると考える。

一人一人の児童が主体的に学習に取り組むには,児童の実態をふまえて「わかる・できる」喜び

を味わわせる授業構成が必要である。そこで,次の3点を留意して授業構成することにした。

ア)折り返しリレーに対する児童の興味・関心や学習欲求の傾向,運動能力等の実態をふまえて指

導内容や方法を工夫し,一人一人がリレーの楽

しさを味わわせることにした。

50m走の記録は,9秒台11名,10秒台19名,

11秒台8名であった。リレーの学習参加意欲は,

やりたい30名,ふつう6名,やりたくない2名

であった。やりたくないと答えている児童の主

な理由は,走るのが遅いことであった。

そこで,一人一人の走力が十分に発揮できる

図2　東雲折り返しリレー

40mコース

スタート・ゴールライ

走距離の選択ができるように図2のような40m

と50mの二つのコースを設定した東雲折り返しリレーを教材開発した。そして,各チームで40mコ

ースを走る老2名と50mコースを走る者の3名を決定し,走る順番を工夫しながら楽しくリレーーが

できることをねらいとした。

イ)記録や順位の向上をめざし,スピードを落とさない折り返しやノミトンパスの仕方を追求する集

団思考の場を入れた課題解決的な学習過程を構成し,集団でかかわりながら観察や思考,練習や

競争を行うことによって課題追求させる。そして,教師による児童の運動技能や学習態度の伸び

に対する評価や児童自身による自己評価や相互評価によってねうちづけをし,運動に対する認識

力を高めさせる。

ウ)意欲・関心・態度,思考・判断,技能の観点別の達成目標を設定する。そして,達成目標に基

づいて授業構成をする。また,一単位時間の授業の指導案には,具体的な評価内容を示し児童の

学習状況を評価し,結果をふまえて指導計画や指導法の改善をに生かすようにする。

ェ)観点別の学習評価基準をもとに学習カードや体育ノートを活用して学習のめあての達成状況を

自己評価・相互評価をし,「わかる・できる」喜びを味わわせながら次時の課題設定や練習の仕

方を工夫させる。

(診　指導目標

ア　走る距離や走る順番を工夫しながら規則を守り,勝敗を素直に認め合って仲良くチーム対抗

の折り返しリレーができるようにさせる。

イ　友達の動きを観察し,走りながらのノミトンパスの仕方を教え合って工夫させる。

ウ　全力で走ったり,すばやい折り返しや走りながらのノミトンパスの仕方を身につけさせる。

③　単元の観点別学習評価基準

関心 ・意欲 ・態 度
規 則 を工 夫 し, き ま りを 守 り, 互 い に協 力 し合 って

なか よ く リレーを しよ うとす る。

思 考 ・判 断
記録 を高め るた めの折 り返 しや ノミトンパ スの仕方 を考

え, 工夫 す る こ とが で きる。

技　　　　 能
40 m や50 m を全 力で走 った り, スヰ ーズな折 り返 しや

ノミトンパ スの仕方 を身 につ けて リレーがで きる。
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④　　指導計画　　(全6時間)

第一次　折り返し走をする。

○　折り返し走の内容を知り,40mと50mを全力で走る。

○　スムースな蛎り返しができるようにする占

第二次　折り返しリレーをする。

○　一人一人の走る距離や奉る順番を工夫させる。

○　走りながらのノミトンパスができるようにする。

第三次　折り返しリレー大会をする。

2時間

3時間

1時間

(2)指導の実際

①本時の目標　(第二次,第2時)

スピードが落ちないノてトンパスをするには,バトンを受ける人が前に走りながらバトンを受

け取ることが大切であることに気づき,できるようにさせる。

②本時の観点別評価基準

関心 ・意欲 ・態度
走 る距離 ・走 る順序を工夫 し, きま りを守 ってなか よ くリレーしようと

す る。

思　 考 ・ 判　 断
スピー ドを落 とさないでノミトンパスをするには, ノミトンを受け る人が前

に走 りながらノミトンを受けることが大切であることに気づ くことがで きる

技　　　　 能
ノミトンを受け る人が前に走 りながらノミトンを受け取 り, ス ピー ドを落 と

さない/ミトンパスができる。

③　指導過程と児童の反応

学　　　 習　　　 過　　　 程 指　導　上　 の　留　意　 点 評価の観点

1・ l　 準備運動をする。 l

l
「 言責 羞宗　 一 折り干し建 一

2・ ! 第1回目の吉レーをする。 I

1壷写灘 輝 獅 亘羞軍蓋吾妻

2謝 絆 至芸享有畜宕羞去品 妄是羞

順番などを工夫して作戦をたてさせる。
○是論 語 を甥 蒜

を工夫しているか。
l

l　　　　　　　　　　　°　　　　　l f 二 7 40m ト ス　 50m コ~ス

スタート・ゴールライン

3. スピードの落ちないノミトンパスの仕方がで
きるようにするために次の点を留意する。

l 作　戦 l　 l ノミトンバ'ス l
l

l　　　　　　　　　　　】
i 走る距離 I l 走る順番 l

○きまりを守ってなか

.よくリレーをすることができたか。

一　　 」　 一　　　　 l

3 ・　 スピ_ ドの落ち去いノミトンパスの仕方

を話し合って練習をする。
l

○スピードの落ちない
ノミトンパスの仕方を考えているか。

○垂を壷控 を会雲

切であ卑ことに気づ

l　 前時と第1回目のリレーの記録の比較　 l
i

l　 ノ㍉ ンパスの示範の観察　 l

'玩 曇軍学を霊芸芸‡芸三職 質娼

'轟 ㌫ 品 孟緩 織 轟 嘉喜l
バトンパスでバトンを受ける人の動き

くことかできるか。

についての集団思考
l

清 吉孟雲睾讐魁 害 鳥真金親
○/ミトンを受塗る人が

各チームでバトンパスの練習 誓 損 憲 真

トンパスができるか。

○記録や順位をあげる
ことができたか。

4っ　　 第2回月去リレーをするム　 l

l
/ミトンを受けとる人が前に走。ながら

1
°銘 品 ㌫ 昔 矯 払 独 把 こ鮎

評価をすることを指示する。

の/ミトンパス　　　　　 !

5・　　 本時のまとめをする。　 l

l

4磯 野 粍 漂吾を晋盟 等里空曹

】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
lわかった・できたことI l 教え合ったこと l 5姦窯 響 蓋孟遠 妄義嘉盲至芸墾
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最初に,各チームで各自の走る距離や順番を決定させて第1回目の折り返しリレーを行わせた0

特に,前時の反省で話し合ったノミトンパスに気をつけてリレーすることを指示した0

次に,「どんなノミトンパスをすると記録がよくなるか」と発問し,記録を上げるためのバトンパ

スの仕方を先のリレーをもとに予想をさせた。児童は千受け取る人がリードしながらノミトンを受け

る」ことを発表した。そこで,受け取る人がリードして/㍉ンを受け取る場合と止まって受け取る

場合のノミトンパスを観察させ,どちらがむだな時間をかけないかを比較させた。児童は,「リ一ド

して/ミトンを受け取る方が,渡す人がブレーキをかけないので,むだな時間をかけない」や「止ま

って/ミトンを受けると渡す人がブレーキをかけて止まるので,バトンを落とさないで渡すことがで

きるが,時間がかかりすぎ。」等の考えを出し合ってリードをしながらバトンパスをする方がむだ

な時間をかけないことを集団思考の場面で認識した。次にチームでバトンを受ける人がリードしな

がら/ミトンパスをする練習をした。チームの中には,ノミトンを受ける人に声をかけてスタートする

タイミングを教え合っている姿も見られた。

最後に,各チームの練習の成果を試すために①リードしながらノ㍉ンパスができたか②記録を上

げることができたかを中心に相互評価をしながら2回目のリレーを行った。リレー終了後に,わか

ったこと,記録やバトンパスの仕方の伸び,教え合ったことを発表させ,全体で認め合った。

(3)結果と考察

観点別の達成目標をふまえた授業構成や評価を行うと,一人一人の児童が学習意欲を持

取り組み,思考力・判断力を働かせながら技能を身につけ,達成感や成就感を味わうこと

きたか。

授業の終了後の学習に対する調査結果は,表1の通りであった。衰1によると92%の児童が,や

(%)る気を持った取り組みができている。これは,

内　　　　　　 容 できた ふつ う できない

意 やる気を持 って取 り組むこ
92 8 0

欲 とができたか。

態 友達 と教え合った,練習や 71 24 5
度 リレーができたか。

思 リレーの記録を高めるため

89 11 0考
判

の/ミトンパスの仕方を考える

断 ことができたか。

技 リー ドを しながらノミトンバ
84 10 6

能 スができるようになったか。

意 今日の学習は,楽しかった
90 8 2欲 ですか。

教材がリレーであったことや二つのコースを設

定したことによるものと思われる。また,リレ

ーの記録を高めるためにバトンパスの仕方を考

えることは,89%の児童ができている。各自の

試行と集団思考での観察による比較をもとにバ

トンパスの仕方を考えさせたこは,思考・判断

力を高めるのに効果的であった。しかし,リー

ドしながら/ミトンパスができたと答えている者

は,84%であった。できていない者が6%見ら

れた。これは,スタートするタイミングが十分

にわからなかったことによるものであった。そこで,ノミトンを受ける人がスタートするタイミング

を理解させる指導が必要であると思われた。また,友達と、教え合ったりして練習やリレーをする態

度は,71%の児童しかできていなかった。これは,練習の形態や教え合う観点が十分に児童に理解

されていなかったことによるものと考えられる。また,学習の楽しさは,90%の児童が達成感や成

就感を味わっている。しかし,10%の児童がふつうや楽しくなかったと答えている。これは,勝敗

にこだわりすぎや技能の伸び,そして,教え合い等が不十分であったものと思われる。今後;これ

らの結果をもとに指導計画や指導法の改善することが必要である。このように学習意欲・関心・態

度や思考・判断,そして,技能等の観点別の達成目標よる授業構成や評価は,授業構成の観点や改

善すべき点を明確にすることができた,また,一人一人の児童が主体的に学習を取り組む能力を育
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成するのに効果的であった。

観点別評価基準をふまえた自己評価や教師や友達の肯定的な評価によって取り組車や伸びの

ねうちづけを行うと,自己評価能力を高やること1ができたか。

毎時間後,図3の学習カードを活用して自己の学習状況を評価させた。児童は,学習カードに

東 雲 折 り返 し リレー　 学 習 カ ー ド　 (　 月　　 日　 )
名　 前

(1) 今 日の学 習 のめ あ て

(2) や る気 を 持 って取 り組 む こ とが で きま した か 。

で きた　　　　 ふ つ う　　　　 で きな か っ た

(3) 友達 と教 え 合 った り して , 練 習や リ レーが で きま した か。

で きた　　　 ふ つ う　　　　 で きな か っ た

(4) リ レーの 記録 を 高 め るた め に リレー の しか た を考 え た り.
発 表す る ことが で きま した か。

で きた　　　 ふ つ う　　　　 で きな か っ た

(5) わか った こ とは あ りま した か。

あ った　　　 わ か ら な い　　　　 な か った

それ は , どん な こ とで すか

(6) で きる よ うに な っ た こ とは あ りま したか 。

あ った　　　 わ か ら ない　　　　 な か った

それ は , どん な こ とで す か

(7) 次 の時 間 に も っと知 りた い こ とや うま くな りた い ことは ど
んな こ とです か 。

授業感想の分析　　　　　(%)

C　 段階 l B　段階 l A　 段階

時　　 間 記録 ・順位 巽中凄 架 つ 要題 ' 解決法

1 時間日 1 0 0 4 5 1 5

2̀ 時間目 1 0 0 5 0 2 1

3 時間目 1 0 0 8 1 2 2

4 時間目 1 0 0 8 1 2 4

よって自己の学習状況を評価することができた。そして,

がんばったことやこれから努力をしなければならないこと

がわかった0さらに,前時と比べてよくなっているところ

がわかったなど自己評価をすることの良さを認め,進んで

学習に取り組もうとする姿勢が体育ノートの感想文からう

かがえた。これは,自己評価能力育成の「自己評価の大切

さに気づき,自ら進んで取り組もうとする姿勢を身につけ

る」5)という第一邱皆であると思われる。

また,学習の中でわかった・できた・教え合ったことや

次時の課題を体育ノートに書かせ,ノートに朱書や肯定的

な評価によるねうちづけをすることによって自己評価能力

高めることにした。特に,各自による自己評価を学級全体

に深化・発展させ,一人一人の児童のやる気を育てること

をねらいとした。表2ほ,体育ノート_の授業感想を次時の

課題や手だての記載があるA段階,順位や記録の成果の理

やわかった・できたこと等の記載があるB段階,順位や記

録のみが記載してあるC段階に分けたものである。C段階

ほ,全ての児童のノートに見られる。B段階は,最初から50%以上の児童に見られる。このB段階

の児童は,記録や順位の仲びで達成感や成就感を味うことができていると考える。-しかし,この達

成感や成就感だけでは,次の学習への意欲的な取り組みにならいないと考える。そこで,次の学習

に意欲的な学習への取り組みをさせるには,A段階のように次時の課題や手だてを持たせることが

大切である。しかし,今回の授業の最初は,A段階が15%程度しか見られなかった。そこで,集団

思考の場面でわかったことや教え合ったことに対する教師の肯定的な評価によってねうちづけを行

うことに心がけた。その結果,わかったことや教え合ったことの記載を含めて次時の課題や解決方

法が見られるようになった。

5.まとめ

(1)観点別の達成目標よる授業構成や評価は,.授業構成の観点や改善すべき点を明確にすること

ができた。そして,一人一人の児童の学力の伸びやつまずきをとらえ,主体的に学習を取り組

む能力を育成するのに効果的であった。しかし,意欲・関心・態度や思考・判断の観点の目標

設定の仕方の検討が必要であった。

(2)観点別評価基準を明確にした自己評価と教師や友達の肯定的な評価によるねうちづけは,自

1己評価能力を高めるのに効果的であった。今後,さらに,自己評価能力の育成の仕方を検討したい。
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